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論文審査の要旨（400字以内） 

 

近年、がんの治療法として免疫細胞療法が注目されている。現在まで、がん

細胞を攻撃できる T 細胞を体外で増殖させ、担がん患者に投与する養子免疫

療法が行なわれてきた。特にγδ T 細胞は、樹状細胞からの情報がなくても、

がん細胞を認識して攻撃することが可能であり、がん細胞を排除する能力が

高いため、免疫細胞療法に使用されてきた。 しかし、末梢血中の γδ T 細

胞の数は少ないため、生体外での効果的な培養を介して γδ T 細胞の数を

増やすことが重要であると考えられている。本研究では、β-リン酸三カルシ

ウム（β-TCP）による末梢血由来γδT 細胞への刺激効果と細胞増殖への影

響を解析し、ほとんどの実験（5/6 回）で、β-TCP を培養液に添加すること

により、γδT細胞の数が増加することを確認した。 

以上本研究は、医療現場で広く使用されているβ-TCPを用い、がんに対す

るγδT細胞治療をより効率的に行える可能性を提案できている。  
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